
                                    教科名：情報  

【  ３学年 情報Ⅱ  】 ルーブリック評価表 

観 点 内容のまとまり 評価規準 評価基準 評価方法 

Ａ Ｂ Ｃ 

知識・技能 ① 情報社会 

② データサイエンス 

③ プログラミング 

④ 情報と情報技術を活

用した問題発見・解決

の探究 

情報と情報技術を活用した問

題の発見・解決等の方法や，情

報化の進展が社会の中で果た

す役割や影響，情報に関する法

律・規則やマナー，個人が果た

す役割や責任等について情報

の科学的な理解に裏打ちされ

た形で理解し，情報と情報技術

を適切に活用するために必要

な技能を身に付けていること。 

①②③④の内容について情報活用

の実践力のために必要な知識を十

分理解するとともに，効果的なコミ

ュニケーションの実現，コンピュー

タやデータの活用について理解し，

技能を身につけているとともに，情

報社会と人との関わりについて理

解している。 

①②③④の内容について効果的な

コミュニケーションの実現，コン

ピュータやデータの活用について

理解し，技能を身につけていると

ともに，情報社会と人との関わり

についておおむね理解している。 

①②③④の内容について効果的な

コミュニケーションの実現，コン

ピュータやデータの活用について

概ね理解し，技能を身につけてい

るとともに，情報社会と人との関

わりについて理解が不十分。 

定期考査 

実習・実技テスト 

提出物 

思考・判断・表現 ① 情報社会 

② データサイエンス 

③ プログラミング 

④ 情報と情報技術を活

用した問題発見・解決

の探究 

様々な事象を情報とその結び

付きの視点から捉え，複数の情

報を結び付けて新たな意味を

見いだす力や，問題の発見・解

決に向けて情報技術を適切か

つ効果的に活用する力を身に

付けていること。 

①②③④の内容について事象を情

報とその結び付きの視点から捉え，

問題の発見・解決に向けて情報と情

報技術を適切かつ効果的に用いて

いる。 

①②③④の内容について事象を情

報とその結び付きの視点から捉

え，問題の発見・解決に向けて情報

と情報技術を適切かつ効果的に用

いている。 

①②③④の内容について事象を情

報とその結び付きの視点から捉

え，問題の発見・解決に向けて情報

と情報技術を適切かつ効果的に用

いようとしている。 

定期考査 

課題 

提出物 

主体的に学習に 

取り組む態度 

① 情報社会 

② データサイエンス 

③ プログラミング 

④ 情報と情報技術を活

用した問題発見・解決

の探究 

情報や情報技術を適切かつ効

果的に活用して情報社会に主

体的に参画し，その発展に起用

しようとする態度を身に付け

ていること。 

①②③④の内容について情報社会

に参画する態度として，情報社会と

の関わりについて考えながら，問題

の発見・解決に向けて主体的に情報

と情報技術を活用し，自ら評価し改

善しようとしている。 

①②③④の内容について情報社会

との関わりについて考えながら，

問題の発見・解決に向けて主体的

に情報と情報技術を活用し，意欲

的に学び，自ら評価し改善しよう

としている。 

①②③④の内容について情報社会

との関わりについて考えながら，

問題の発見・解決に向けて主体的

に情報と情報技術を活用し，自ら

評価し改善しようとする。 

授業への取り組み 

課題 

提出物 

 

 


